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1．はじめに

セメント業界では，国の目指す2050年カーボンニュー

トラル実現に向けた取り組みとして，JIS R 5210に規

定される普通ポルトランドセメントの少量混合成分の合

量を従来の5%以下から10%以下に変更する取り組み

を進めている。

本誌2025年11,12月号の同標題〈その1,2〉1,2）では

JIS改正を想定し少量混合成分を10%添加した普通

ポルトランドセメント（以下，改正JISセメントと称す）を

用いたコンクリートの各種試験結果について報告した。

本稿では，コンクリート製品への適用を想定し，改正

JISセメントを使用し，蒸気養生を行ったコンクリートの

圧縮強度に関する検討結果を報告する。なお，本報

告はセメント協会 コンクリート専門委員会の活動成果を

少量混合成分を増量したセメントを
用いたコンクリートの基本性状

～その3　プレキャストコンクリート製品への適用～

（一社）セメント協会 コンクリート専門委員会

取りまとめたものである。

2．試験概要

2-1．試験実施場所および使用材料

試験に使用したOPCの物性を表1に，骨材を表2

にそれぞれ示す。本検討ではA～Dの4試験所で試

験を実施した。本試験で使用した6種類の改正JISセ

メントは，現在添加が認められている各種の少量混合

成分（石灰石（L），高炉スラグ（B），フライアッシュ（F））

を5%添加したOPCに対して，さらにLを5%加えたも

のとした。それぞれをL10，B5L5およびF5L5と記す。

また，改正JISセメントの比較対象として，3銘柄の市

販の普通ポルトランドセメント（OPC）を等量混合した三

社混合，および改正JISセメントと同時期に製造したク

リンカに対して石灰石を5%混合したOPC（L5）も試験

に供した。なお，セメントについては，A～Dのいずれ

の試験所でも三社混合，L5は共通で，改正JISセメ

ントは表2の試験所の欄に記載の通りに分担して各種
試験を実施した。また，細骨材および粗骨材は各試

験所における通常使用品を，混和剤（減水剤，高性

能減水剤，空気量調整剤）は4試験所で同一のものを

使用した。

2-2．蒸気養生における温度履歴

蒸気養生における温度履歴を図1に示す。前養生
は3～3.5時間とし，材齢24時間まで蒸気養生した後

に脱型し，それ以降は20℃・RH60%環境にて所定の

材齢まで気中養生を行った。

２-３．コンクリートの配（調）合

本検討におけるコンクリートの配（調）合条件を表3
に示す。コンクリートの水セメント比は45および35%の

2水準とした。W/C45%ではAE減水剤の使用量を一

定（C×1.0%）として，所定のスランプおよび空気量が

得られるように単位水量および空気量調整剤量を調整

した。W/C35%では単位水量を一定として，高性能

減水剤および空気量調整剤の量を調整した。

２-4．試験項目および方法

実施した試験項目とその方法を表4に示す。本検

討では，コンクリートの代表的な性状として，フレッシュ

性状と圧縮強度試験を実施した。

3．試験結果

3-1．フレッシュ性状

コンクリートの配（調）合およびフレッシュ性状を表5
および表6に示す。所定のスランプ（SL）およびスラン
プフロー（SLF）を得るために必要な単位水量および混

和剤使用量は，改正JISセメントと現行セメントで同程

度であった。

3-2．圧縮強度

蒸気養生および水中養生したコンクリートの圧縮強

度を図2および図3に示す。 改正JISセメントを使用

し，蒸気養生を行ったコンクリートの圧縮強度はW/C

によらず現行セメントの場合と同程度であった。

４．まとめ

本稿では，少量混合成分を10%混合した改正JIS

セメントを用いたコンクリートについて，蒸気養生を行っ

た場合の圧縮強度について検討し，現行セメントを用

いたコンクリートと同等であることを確認した。

表1　使用セメントの種類と主な物性

表2　使用骨材の産地

図1　蒸気養生における温度履歴

表3　コンクリートの配（調）合条件 表4　試験項目
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1．はじめに
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2．試験概要

2-1．使用材料

試験に使用したOPCの物性を表1に示す。試験で
使用した4種類の改正JISセメントは，現在添加が認

められている各種の少量混合成分（石灰石（L），フラ

イアッシュ（F））を5%添加したOPCに対して，さらにL

を5%加えたものとした。それぞれをL10およびF5L5と

少量混合成分を増量したセメントを
用いたコンクリートの基本性状
～その4　高炉セメントB種への適用～

（一社）セメント協会 コンクリート専門委員会

記す。また，改正JISセメントの比較対象として，3銘

柄の市販の普通ポルトランドセメント（OPC）を等量混合

した三社混合，および改正JISセメントと同時期に製造

したクリンカに対して石灰石を5%混合したOPC（L5-2）

も試験に供した。

高炉スラグ微粉末（BFS）の主な特性を表2に示す。
本検討では，上記のOPCにBFSを43％内割混合し

た高炉セメントB種相当のセメント（BB）を使用した。

2-2．コンクリートの配（調）合

本検討で実施したコンクリートの配（調）合条件を表
3に示す。コンクリートの水セメント比は60，50および

40%の3水準とした。AE減水剤の添加率はC×1.0%

とし，目標フレッシュ性状を満足するように単位水量お

よびAE剤添加量を調整した。一例としてW/C50%の

配（調）合を表4に示す。

2-3．試験項目および方法

本検討で実施した試験項目およびその方法を表5に
示す。本検討では，コンクリートの基本性状として，フレッ

シュ性状と圧縮強度試験を実施した。

3．試験結果

フレッシュ性状について，表4に示す通り，所定の
スランプを得るために必要な単位水量は，改正JISセ

メントと現行セメントで同程度であった。

一例として，W/C50%の圧縮強度試験結果を図1
に示す。改正JISセメントを基材としたBBの圧縮強度

は，三社混合およびL5-2を基材としたBBと概ね同等

であった。なお，その他のW/Cにおいても同様の傾

向であることを確認している3）。

表1　使用セメントの種類と主な物性

表2　BFSの主な特性

４．同等性の検証

今回の検討で得られた改正JISセメントを高炉セメン

トの基材とした際の圧縮強度試験結果について，以下

に示す2つの方法で同等性評価を実施した。なお，

それぞれの評価方法の詳細は，同標題その11）で報

告しているためそちらを参照されたい。

4-1．C/Wと圧縮強度の直線式の比較

図2に示すように，横軸をセメント水比（C/W），縦
軸を圧縮強度とし，現行セメントと改正JISセメントの

C/Wと圧縮強度の回帰式（以下，C/W式と称す）の

有意差検定を実施した。有意差検定結果は表6に示
す通りであり，全ての水準で現行セメントと改正JISセ

メントで有意差がないことが確認された。

4-2． 1対1の関係での圧縮強度の比較

一例として，三社混合品との関係を図3に示す。
図中には強度比95%および105%の範囲を示しており，

改正JISセメントの圧縮強度は現行セメントの95%～

105%の範囲内であった。

5．まとめ

本稿では，少量混合成分を10%混合した改正JIS

セメントを基材とした高炉セメントB種の品質評価とし

て，コンクリートのフレッシュ性状および圧縮強度試験

結果について検討し，現行セメントを基材とした場合と

同等であることを実証した。

また，改正JISセメントと現行セメントの圧縮強度の

同等性を評価し，差がないことを確認した。
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